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長袖を着る人 も増え 始めました。  
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【１】お知ら せ  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●国際シンポ ジウム  

「絵本の魅力 を語り 合う  日本と ウェー ルズの絵本作 家の交 流を通して」  

日 本 を 代 表 す る 絵 本 作 家 で あ る 長 谷 川 義 史 さ ん と 、 英 国 ウ ェ ー ル ズ の 絵 本 作

家が絵本の魅 力を語 ります 。  

◇日時： 11 月３日（ 月・祝）  13： 00～ 16： 00 

◇場所：大阪 府立中 央図書館  ２階  多目的室  

◇対象：子ど もの本 に関心のある 方なら どなたでも（ 中学生 以上）  

◇定員： 60 人  ◇参 加費： 1000 円  （ JBBY 共催）  

※  詳細・お申し込 み は↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#20251103  

 

●ワークショ ップ「 ウェールズの 絵本作 家と絵本をつ くろう 」  

◇日時： 11 月２日（ 日）  13： 00～ 16： 00 

◇場所：大阪 府立中 央図書館  ２階  多目的室  

◇対象：小学 生  ◇ 定員： 20 人  ◇参加 費： 500 円  

※  詳細・お申し込 み は↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#20251102  

 

●英語圏児童 文学会  第 55 回研究大会  （ IICLO 共催）  

◇開催日： 11 月 15 日（土）、 16 日（日）  

◇会場：大阪 府立中 央図書館  ２階  多目的室・大会議 室  

◇参加費：一般 1000 円（２日間有 効）  

＜日本児童文 学学会 ・絵本学会・ 英語圏 児童文学会連 携企画 ＞  

素手で荒野を 行く－ 三宅興子の軌 跡－  

「語り継ぐ」 シンポ ジウム「三宅 興子先 生のお仕事を 振り返 る」  

鈴木穂波 /佐藤宗子 /土居安子 /正置友子 /島式子 /藤井佳子  

※  詳細・お申し込 み は  →  https://congres55-2025.peatix.com 

 

●「大阪国際 児童文 学振興財団  研究紀要 」第 39 号の原稿募 集  

応募締切： 10 月  31 日（金）  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#20251103
http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#20251102
https://congres55-2025.peatix.com/


※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html  

 

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の  

皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会

など、さまざ まな事 業経費に充て させて いただきます 。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  
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【２】コラム  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Yukiko's Talk 

*****************************************************************  

『 パ ッ チ ー ズ  ぼ く ら が つ な ぐ 小 さ な 世 界 』  佐 藤 ま ど か /作  嶽 ま い こ /絵  

岩崎書店  2025 年 9 月  対象年齢 ：中学 生以上  

＊今回のゲス トは 武 庫川女子大学 の福本 由紀子さん （ Ｆ）で す。  

あ ら す じ ： 父 親 の 失 業 の た め に 引 っ 越 し 、 中 学 ２ 年 生 か ら 制 服 の な い 中 学 校

に 転 校 し て き た 柊 （ し ゅ う ） は 、 ゴ シ ッ プ 好 き な 生 徒 た ち に 母 親 の 仕 事 と

服 装 を か ら か わ れ て 、 言 い 返 し 、 突 き 飛 ば さ れ て 大 切 な フ ー ド 付 き の 服 の

ひ じ に 穴 を あ け て し ま う 。 新 し い 服 を 買 う 余 裕 が な い の で 、 百 円 シ ョ ッ プ

で 買 っ た フ ェ ル ト で ひ じ 当 て を 作 っ て ア イ ロ ン で 貼 り 付 け て 学 校 へ 着 て い

く 。 す る と 、 ま た 、 ゴ シ ッ プ 好 き た ち に か ら か わ れ る が 、 裁 縫 好 き の マ コ

ち ゃ ん に ほ め ら れ 、 そ れ か ら 、 ノ マ リ ン 、 い か つ く 見 え る 源 太 郎 た ち と 仲

良 く な り 、 着 ら れ な く な っ た 服 を ア レ ン ジ し て 楽 し む よ う に な る 。 そ れ を

見 た ゴ シ ッ プ 好 き た ち は 、 ま す ま す 柊 に 絡 ん で く る 。 ま た 、 読 ん で い る う

ちに、父が失 業した 理由もわかる ように なっている 。  

Ｆ ： 読 み や す く 、 い じ め 、 貧 困 、 家 族 問 題 、 ア ッ プ サ イ ク ル な ど の 現 代 の 子

どもをとりま く問題 をうまく取り 入れた 作品だと思い ました 。  

Ｙ ： 著 者 の 最 近 の 作 品 に は 、 い つ も 子 ど も た ち が 抱 え て い る 問 題 と ど う 対 峙

していくかと いう視 点があるよう に思い ます。例え ば、『アッ プサイクル！  

ぼくらの明日 のため に』（ポプ ラ社  2023 年 10 月）が挙げら れ ます。  

Ｆ ： 特 に 興 味 深 か っ た の は 、 布 を つ な い で い く と い う こ と に い ろ い ろ な 意 味

を 持 た せ て い る と こ ろ で し た 。 布 を つ な ぐ 作 業 が 、 物 語 を 紡 ぎ 、 人 と 人 と

を つ な ぐ こ と に つ な が り 、 布 の 色 が 一 枚 ず つ 違 う こ と は 子 ど も た ち 一 人 一

人 の 個 性 が 違 う こ と を 思 わ せ 、 小 さ な 布 が 一 枚 の 大 き な 布 に な っ て い く こ

と は 、 一 人 一 人 の 力 は 小 さ く て も み ん な が 一 つ に な れ ば 大 き な 力 に な る と

いうことが書 かれて いると思いま した。  

Ｙ ： 着 ら れ な く な っ た 服 も 使 い よ う に よ っ て 魅 力 的 に な る 。 人 も 他 の 人 と の

つながりよう によっ て変われると いうこ ともあるかも しれま せん。  

ま た 、 布 を つ な ぐ と い う 点 で 言 え ば 、 制 服 の 必 要 の 議 論 が あ る と き に、

よ く 、 い ろ い ろ な 服 を 買 う の は 貧 困 の 子 ど も に と っ て つ ら い の で 、 制 服 の

方 が い い と 言 わ れ る こ と が あ り ま す 。 こ の 作 品 は 、 お 金 を か け な く て も 、

自 分 ら し い 服 装 で い る こ と は 可 能 だ と い う こ と を う ま く 伝 え て い る と 思 い

ました。  

Ｆ ： 制 服 自 体 が 高 す ぎ て 買 え な い 子 ど も も い る の で 、 制 服 ＝ 節 約 と も 限 り ま

せんよね。  

この作品でも う一つ 強く印象に残 ったの は、「色」でした 。「雨 雲色の服」

を 着 て い る 柊 が 、 服 に 工 夫 を す る こ と に よ っ て 少 し ず つ カ ラ フ ル に な っ て

いきます。そ れは彼 の気持ちの変 化も象 徴していると 思いま した。  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701


Ｙ ： 私 が う ま い な と 思 っ た の は 、 柊 が ゴ シ ッ プ た ち に 足 を か け ら れ 、 ひ ど い

言 葉 を 投 げ か け ら れ て 反 撃 と し て 頭 突 き を し た に も か か わ ら ず 、 母 親 ま で

も が 学 校 に 呼 び 出 さ れ 、 一 方 的 に 謝 罪 を 求 め ら れ た と い う 理 不 尽 な 出 来 事

と 、 父 親 が 失 業 に 至 っ た 理 不 尽 な 出 来 事 が 重 ね ら れ て い た と こ ろ で す 。 理

不 尽 な 世 の 中 に ど う 立 ち 向 か っ て い く べ き か 、 読 者 に 考 え さ せ る よ う に な

っ て い る と 思 い ま し た 。 そ し て 、 ゴ シ ッ プ た ち の 柊 に 対 す る 執 拗 な い じ め

の 言 葉 が と て も リ ア ル だ と 思 い ま し た 。 あ と は 、 怒 り を 感 じ た と き に 、 百

科 事 典 に 掲 載 さ れ て い た フ ン コ ロ ガ シ を 思 い 出 し て 落 ち 着 く と か 、 柊 が マ

コ ち ゃ ん た ち と 少 し ず つ 仲 良 く な っ て い く 様 子 と か 、 ユ ー モ ラ ス な 部 分 も

おもしろかっ たです 。  

Ｆ：この作品 には、 10 年後の柊たちの 様子 がでてきます 。なる ほどと思った

反 面 、 読 者 が 自 由 に 想 像 で き て も よ か っ た か も し れ な い と も 思 い ま し た 。

ま た 、 マ コ ち ゃ ん に つ い て は 、 も う 少 し ど ん な 子 か 知 り た か っ た な と も 思

いました。  

Ｙ ： 私 も そ こ は 気 に な り つ つ 、 進 路 や 職 業 の 多 様 性 や 、 未 来 の 社 会 へ の 希 望

が 伝 え た か っ た の だ と 思 っ て 読 み ま し た 。 最 後 ま で 読 む と 、 生 成 Ａ Ｉ が 当

たり前の時代 に、記 憶 力より想像力 を大切 にし、人 とのつなが り があれば、

生 き て い け る と い う メ ッ セ ー ジ が 伝 わ り ま し た 。 こ れ は こ の 作 品 の 大 き な

魅力だと思い ました 。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 122 回「沼森」  

 短歌を呑み 込む  

 

これも、「 初期短篇 綴 」の １編、「秋田街 道 」（当メル マガ NO.180 参照）のつ

ぎの作品です 。  

 

原子朗著『定 本宮澤賢 治語彙事典 』（ 2013 年）の「沼森」の項目を 確認すると 、

「岩手山の南 東、岩 手郡滝沢村に ある。 標高五八二 ｍ 。」と あ ります。  

 

賢治の短歌に も、「沼 森」と詞書のある ２ 首があります。― ―「この丘の／い

か り は わ れ も 知 り た れ ど ／ さ あ ら ぬ さ ま に  草 穂 つ み 行 く 。」「 丘 丘 が ／ つ ど

ひ て な せ る こ の 原 に ／ な ん ぞ さ び し き ／ 沼 森 の 黒 」 1916（ 大 正 ５ ） 年 ７ 月、

盛 岡 高 等 農 林 学 校 ２ 年 生 の 賢 治 が 、 関 豊 太 郎 教 授 の 指 導 の 下 で は じ め て 地 質

調査に行った ときに 詠んだもので す。  

 

こ の 散 文 の 「 沼 森 」 の 書 き 出 し 「 石 ヶ 森 の 方 は 硬 く て 瘠 せ て 灰 色 の 骨 を 露 わ

し 大 森 は 黒 く 松 を こ め ぜ い た く そ う に 肥 っ て い る が 実 は ど っ ち も 石 英 安 山 岩

（ デ サ イ ト ） だ 。」 か ら は 、「 石 ケ 森 」 と い う 詞 書 の 別 の １ 首 が 思 い 出 さ れ ま

す 。 ― ― 「 こ ゝ に 立 ち て 誰 か 惑 は ん ／ こ れ は こ れ 岩 頸 な せ る 石 英 安 山 岩 （ デ

ーサイ ト ） な り 」「 岩 頸 」 と は 、 溶 岩 が 塔 の よ う に 露 出 し て い る と こ ろ で す 。 

 

ど う や ら 、 散 文 「 沼 森 」 は 、 地 質 調 査 の と き に 詠 ん だ 短 歌 を 書 き 直 し て い っ

たもののよう です。「 沼森」とい う詞書の ２首も、ほ とんどそ のまま取り込 ま

れています。  

 

〈 は て な 、 あ い つ が 沼 森 か 、 沼 森 だ 。 坊 主 頭 め 、 山 山 は 集 い て 青 き 原 を な

すさてその上 の丘の さびしさ。ふ ん。沼 森め。〉  

 

〈 柏 は ざ ら ざ ら 雲 の 波 、 早 く も 黄 び か り う す あ か り 、 そ の 丘 の い か り は わ

れ も 知 り た れ ど さ あ ら ぬ さ ま に 草 む し り 行 く 、 も う 夕 方 だ 、 は て 、 こ の 沼



はまさか地図 にもあ る筈だ。〉  

 

短 歌 を 呑 み 込 み な が ら 進 行 す る 「 沼 森 」 は 、 短 歌 の 調 べ や リ ズ ム を 残 す 饒 舌

な口語体です 。夕暮 れの山々がま るで人 物のように描 き出さ れます。  

 

「 沼 森 」 の 一 節 「 も う 夕 暮 も 間 近 い ぞ 。 柏 の 踊 り も 今 時 だ め だ 、 ま ば ら の 小

松も緑青を噴 く。」と 、童話「か しわばや しの夜」の冒 頭「清 作は、さあ日 暮

れだぞ、日 暮れだぞ と云いながら ……」を重ねるのは 榊昌子 です（『 宮沢賢治

「初期短篇綴 」の世 界』 2000 年）。榊 は、 童話集『注文 の多い 料理店』（ 1924

年）に収録 された作 品のうち、「かし わば やしの夜」がもっと も早い日付を も

つことも指摘 してい ます。短歌 を呑み込ん だ「沼森 」は、ま だ十 分に「童話 」

になっていな いよう な気がします が、「童 話」へと向 かうテク ストだったの か

もしれません 。（馬 車 別当）  

 

（本文の引用 は、新 潮文庫『宮沢 賢治万 華鏡』により ました 。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ７６  

*****************************************************************  

 

ちゃぷん、こ ぽっ、  

「 あ っ 、 ク ロ だ 、 ク ロ だ 。 へ っ 、 い ち に ん ま え に 。 な ま い き だ よ 、 な あ 、 ゆ

う子。」  

「うん、なあ 、にい ちゃん。」  

ゆう子も達夫 のまね をして、いい ました 。  

「 ク ロ 、 ク ロ 、 お ま え も 、 き り が こ い の が す き な の か よ う 。 う れ し い の か よ

う。」  

「クロ、クロ 、うれ しいのかよう 。」  

そ の 時 、 き り が す う っ と 流 れ 、 池 の む こ う が わ に 、 人 が 立 っ て い る の が 、

ぼ ん や り 見 え ま し た 。 達 夫 は ぎ ょ っ と し て 、 思 わ ず ゆ う 子 の 手 を に ぎ り し め

ました。  

きりをすかし て、よ く見ると、そ れは伝 二郎おじさん でした 。  

 

（「鯉のい る村 」『鯉の いる村』 岩 崎京子 /作  岩崎ちひ ろ・東本つね /絵  新

日本出版社  1969 年 12 月  p.139-140）  

 

1922 年生まれの岩崎 京子さんが ７ 月 10 日 に亡くなりま した。 102 歳でした。

1964 年『シラサギ物 語』（講談社）で デビ ューした岩崎 さんの 代表作の一つ と

もいえる「鯉 のいる 村」からの引 用です 。  

 

主人公の達夫 の村は 、「上越線 、小千谷 駅か らさらにバス で山道 をいいかげん

のぼったとこ ろ」に ある 200 軒の村で、「 まわりにため 池をほ り、コイを かっ

て 」 い ま す 。 達 夫 は 一 人 っ 子 で 、 父 親 か ら よ り わ け の 時 出 る く ず の コ イ の 一

匹 を も ら っ て 、 ク ロ と 名 付 け て 飼 い 、 冬 越 し を し た の で 喜 ん で い ま す 。 そ ん

な 時 、 い と こ で ５ 歳 の ゆ う 子 が 東 京 か ら や っ て き て 、 達 夫 の 家 に 預 け ら れ ま

す。達夫はゆ う子を 妹のように思 い、ゆ う子も達夫を 慕って います。  

 

引 用 の 場 面 は 二 人 で ク ロ を 見 て い る と こ ろ へ 、 父 の 弟 で 、 や は り 鯉 を 飼 っ て

おり、「 かわり者 で、時々だしぬく ような まねをする 」伝二郎 おじさんが近 づ

いてきたとこ ろです 。「きりがす うっと流 れ」という 一言が、山 の風景の中で

不 気 味 に 見 え る 伝 二 郎 お じ さ ん の 様 子 を 読 者 に 印 象 づ け ま す 。 伝 二 郎 お じ さ

んは、達夫に クロが 欲しいといい ますが 、達夫は断り ます。  

 



こ の あ と 、 達 夫 は 、 ク ロ だ け の 池 を 作 り ま す 。 そ し て ゆ う 子 は 、 き れ い な 大

き な コ イ が 欲 し い と い っ て 達 夫 を 困 ら せ ま す が 、 母 親 が 来 て 東 京 へ 帰 っ て し

ま い ま す 。 達 夫 は ク ロ を 共 進 会 に 出 し ま す が 、 友 だ ち の コ イ が １ 万 円 で 売 れ

たのに、クロ は入賞も しませんでし た。とこ ろが、大雪が 降った冬 を越すと、

なぜ、伝二郎 おじさ んがクロを欲 しいと 言ったかがわ かるの です。  

 

達 夫 が ク ロ を 飼 う こ と に よ っ て 起 き る 、 ゆ う 子 や 伝 二 郎 お じ さ ん や 友 だ ち と

の 関 係 が ド ラ マ チ ッ ク に 描 か れ 、 豊 か な 自 然 の 達 夫 の 心 情 と と も に 変 化 し ま

す。改めて野 間児童 文芸賞にふさ わしい 作品だと思い ました 。（Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

兵庫県立歴史 博物館 で 11 月 24 日まで開 催されている 企画展 「童謡と大正 ロ

マ ン 」 に 行 っ て き ま し た 。 雑 誌 、 図 書 、 双 六 、 パ ン フ レ ッ ト 、 レ コ ー ド 、 楽

譜など 300 点以上が展示されてお り、作 者や作品に関 する丁 寧な解説が付 け

られたわかり やすく 充実した内容 の企画 展でした。  

 

全体の構成は 、序章 「 1918 年の子どもの 世界」、第 １章「『赤 い鳥』と童謡 運

動」、第 ２章「ひ ろが る童謡」、第３章「楽 譜にみる大正 ロマン 」、終章「童謡

の ゆ く え 」、 唱 歌 な ど を 展 示 し た 特 別 展 示 １ 「 童 謡 以 前 の 子 ど も の う た 」、 特

別展示２「受 け継が れる童謡「日 本の歌 百選」より 」 となっ ています。  

 

序章「 1918 年の子ど もの世界」で は、大 正７年（ 1918 年）に 雑誌「赤い鳥 」

が創刊された 頃の児 童文化が、「 少年世界 」、「少 女の友 」、「子 供之友」などの

雑 誌 や 立 川 文 庫 や 双 六 な ど の 資 料 で 紹 介 さ れ て い ま す 。 大 阪 府 立 中 央 図 書 館

国 際 児 童 文 学 館 の 所 蔵 資 料 も 数 多 く 展 示 さ れ て お り 、 こ ん な 資 料 も あ っ た の

かと思いなが ら見て いきました。  

 

何より圧巻は、兵庫 県、播磨・高 砂出身 の作曲家で 、「月の沙 漠」を作曲した

佐 々 木 す ぐ る が 自 費 出 版 し た 『 青 い 鳥 楽 譜 』 の 展 示 。 別 刷 り の カ ラ ー カ タ ロ

グが無料配布 されて いますが、全 100 点のうち、 98 編の表紙 が壁一面に展示

されています 。その うち、 96 点が兵庫県 立歴史博物館 「入江 コレクション 」

所 蔵 で す 。 入 江 コ レ ク シ ョ ン と は 、「 大 阪 の 児 童 文 化 史 研 究 家 、 入 江 正 彦 氏

（ 1932～ 2000） が 収 集 し た 日 本 の 児 童 文 化 に 関 す る 一 大 コ レ ク シ ョ ン 。 江 戸

時 代 か ら 現 代 に い た る 子 供 の 玩 具 、 書 籍 、 教 育 資 料 な ど を 通 覧 す る こ と が で

きる、日本でも一・二を争う貴重 な資料 」（博物館 ホームペー ジより）で、改

めて「入江コ レクシ ョン」のすば らしさ を感じました 。  

 

「 青 い 鳥 楽 譜 」 に は 、「 北 原 白 秋 、 野 口 雨 情 、 藤 井 清 水 、 草 川 信 、 岡 本 帰 一 、

武 井 武 雄 な ど の よ く 知 ら れ た 詩 人 、 音 楽 か 、 童 画 家 が 制 作 に 携 わ っ て お り 、

豊 か な 芸 術 性 を 有 す る も の 」（ カ タ ロ グ よ り ） で 、「 童 謡 と 大 正 ロ マ ン 」 を 堪

能させてくれ る内容 でした。  

 

「 童 謡 」 を 切 り 口 に 、 子 ど も 向 け の 出 版 物 を 見 る と 、 い か に 洗 練 さ れ た 「 童

画 」 が 描 か れ て い た の か 、 い か に 「 文 学 ・ 音 楽 ・ 美 術 」 が 一 つ に な っ て 、 大

正期の児童文 化を作 り上げてきた のかが わかります 。「歌 い継 がれた童謡 」を

口ずさみなが ら帰り ました。（ Ｋ）  

 

兵庫県立歴史 博物館  

https://rekihaku.pref.hyogo.lg.jp/  

 

 

https://rekihaku.pref.hyogo.lg.jp/


*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第２ ４回  

*****************************************************************  

第５章  古田 足日先 生  

その３  社会 にひら く「散文」（中の後 半 ）  

 

昨年（ 2024 年）は、古田足日・田畑 精一 の絵本『おしい れの ぼうけん』（ 童心

社 1974 年）の刊行 50 周年でした。私が古 田足日先生（ 1927～ 2014 年）に出

会ったのは 、『おし い れのぼうけん 』が刊 行された、つ ぎの年 。私は 19 歳で

した。  

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や 評 論 家 の 仕 事 に 対 す る 考 察 や 、 さ ら に は 、 そ こ か ら 、 現 代 児 童 文 学 史 の と

らえ直しも試 みます 。ご愛読くだ さい。  

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

*****************************************************************  

《６》  富安陽子  腕 だめし  ＳＴ ＯＲＹ  ＣＯＭＰＥ． ２０２ ５  

*****************************************************************  

第１回「富安陽 子  腕 だめし  ＳＴ ＯＲＹ  ＣＯＭＰＥ．２ ０２５ 」結果発表！  

 

◎第１位  「 かばん の中のアイス クリー ム工場 」中村 れいこ /作  

 ※  富安陽子理事 長 の手描き表彰 状を贈 呈します。  

◎第２位  「 みちば たー」さかな こ /作  

〔講評〕  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe -1kekka.html 

中村れいこさ ん、さ かなこさん、 おめで とうございま す！  

 

「第１回コン ペを終 えて 」  理事 長  富 安陽子  

初 め て の “ Ｓ Ｔ Ｏ Ｒ Ｙ  Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ Ｅ ”。 こ の 新 し い 試 み に 参 加 し て く だ さ る

方が果して何 人いら っしゃるだろ うか？ と不安でした が、 46 人もの方が、 そ

れ ぞ れ に 楽 し い 物 語 を 書 い て 送 っ て く だ さ っ て 感 激 で し た 。 作 品 に 投 票 し て

下さった 81 人の皆さん。たくさ んのエー ル と感想をあり がとう ございました 。

みなさんの言 葉はき っと新しい書 き手の 力になると思 います 。  

今 回 の キ ー ワ ー ド は ア イ ス ク リ ー ム と カ バ ン 。 私 が 同 じ 条 件 で 書 い た 物 語

を読んで「え？こん な 使い方でもい いの？」と思った人も いるか と思います。

え え 、 も ち ろ ん 、 こ ん な 使 い 方 で も 全 く 問 題 あ り ま せ ん 。 コ ン ペ の 条 件 は 物

語 の 中 に 必 ず 、 こ の ２ つ の キ ー ワ ー ド を 入 れ る 、 と い う こ と で し た 。 ア イ ス

ク リ ー ム と カ バ ン に ま つ わ る 物 語 を 書 く 、 と い う こ と で は あ り ま せ ん 。 む し

ろ 、 こ の ２ つ の キ ー ワ ー ド を ス ト ー リ ー の 中 で ど の よ う に 使 う か 、 と い う と

ころも物語づ くりの 肝になってき ます。  

今 回 、 こ の キ ー ワ ー ド を 使 っ た 物 語 を 書 こ う と 思 っ た 時 、 私 の 頭 の 中 に 浮

か ん だ の は 、 ヒ マ ラ ヤ 山 脈 の 奥 地 に あ る 幻 の 山 、 ア イ ス ク リ ー ム 山 を 目 指 す

探 検 家 の 話 と 、 飼 い 主 の 趣 味 で “ ア イ ス ク リ ー ム ” と 名 付 け ら れ た 、 自 分 の

名 前 が 大 嫌 い な 犬 の 話 で し た 。 も う 一 つ の キ ー ワ ー ド は カ バ ン 。 こ れ は 、 な

ん と で も な り ま す 。 物 語 の 中 に 、 黒 い カ バ ン を 持 っ た 人 を 何 気 な く 登 場 さ せ

て も い い し 、 カ バ ン 屋 さ ん の 看 板 を 風 景 の 中 に 入 れ 込 む こ と も で き る で し ょ

う。つまり、 どうと でも料理でき るとい うことです。  

最 初 に 浮 か ん だ ２ つ の ア イ デ ア の 筋 を 追 っ か け よ う と 思 っ た の で す が 、 ど

ちらも 10 枚には収ま りきりそうも なく結 局断念しまし た。  

そ し て 、 次 に ぽ っ か り 頭 に 浮 か ん だ 蔵 守 猫 の お 話 を 書 き 上 げ た と い う わ け

です。  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe-1kekka.html


キ ー ワ ー ド に 縛 ら れ る の で は な く 、 そ の ２ つ の 言 葉 か ら ど れ だ け 自 由 に 発

想 を 広 げ ら れ る か ― ― 。 コ ン ペ の 作 品 の 条 件 に わ ざ わ ざ キ ー ワ ー ド を 設 け た

の は 、 発 想 を 広 げ る ト レ ー ニ ン グ の た め で す 。 次 回 は ぜ ひ 、 そ の 点 を 意 識 し

てチャレンジ してみ てください。  

ユ ニ ー ク な 発 想 を 鍛 え る こ と は 、 と て も 大 切 で す 。 他 人 に は 真 似 の で き な

い 自 分 な ら で は の イ メ ー ジ を ど こ ま で ふ く ら ま せ ら れ る の か が 、 創 作 に は 常

に問われます 。  

最 近 の Ａ Ｉ は か し こ く な っ て い て 、“ ア イ ス ク リ ー ム ”“ か ば ん ” と い う キ

ーワードを入 力し、 10 枚以内の子ども 向け の物語を考え てくれ 、と言えば、

そ れ な り の 答 え を 返 し て く れ ま す 。 … … と い う こ と は つ ま り 、 今 後 の 創 作 コ

ン ク ー ル で は 、 Ａ Ｉ 作 品 で は な い か と い う チ ェ ッ ク が 入 る と い う こ と で す 。

Ａ Ｉ に 頼 っ て い な く て も 、 Ａ Ｉ が 考 え つ く よ う な 物 語 を 書 い て い た の で は 、

ハネられてし まう可 能性がありま す。  

Ａ Ｉ が 到 底 考 え 付 く こ と の で き な い 物 語 、 そ れ を 磨 く た め に 、 発 想 力 が 求

められるので す。  

さ て 、 次 回 の キ ー ワ ー ド は 、 今 回 上 位 入 賞 し た 二 人 の 作 者 に 決 め て も ら い

ま し ょ う 。 一 人 ひ と つ ず つ 、 お 二 人 か ら 出 さ れ る 言 葉 が 、 次 の コ ン ペ の ２ つ

のキーワード になり ます。お楽し みに！  

第２回の“Ｓ ＴＯＲ Ｙ  ＣＯＭＰＥ”の募 集は、次回の メール マガジン発行

日である 11 月 20 日です。この時に、新し い ２つのキー ワード も発表します 。

た く さ ん の ご 応 募 を お 待 ち し て お り ま す 。 そ う だ ！ み ん な で 面 白 い 物 語 を 書

きましょう！  

 

＜富安理事長 の参考 作品はこちら から＞  

「蔵守猫の話 」  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe -1kekka.html#ref-1 

 

＜詳細はこち らをご 覧ください＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe -1kekka.html 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●ＪＢＢＹ出 版編集 セミナー 「絵 本作家 ５０年  絵本 を語り つくす 」  

講師：五味太 郎（絵 本作家）  

聞き手：谷口 高浩（ 福音館書店編 集者）  

日時： 11 月８日（土 ）  定員： 150 人  参加費：有料  

場所：学研東 京本社 ビル３階ホー ル （東 京都品川区）  

※後日、アー カイブ 配信あり  

主催：日本国 際児童 図書評議会（ JBBY）  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『パ ッ チーズ  ぼくら

が つ な ぐ 小 さ な 世 界 』 を プ レ ゼ ン ト し ま す 。 ご 希 望 の 方 は 、 プ レ ゼ ン ト 応 募

フ ォ ー ム か ら 、（ 1） お 名 前  （ 2） 郵 便 番 号 ・ 住 所  （ 3） 電 話 番 号  （ 4） メ ー

ルアドレス、よろし ければ  （ 5）このメル マガのご感想 をお書 きのうえ  ご応

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe-1kekka.html#ref-1
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe-1kekka.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html


募ください。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は 11 月 10 日（月）、当選 発表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

木々が色づき 始め、 キンモクセイ の香り が漂い始めま した。 地域名が染め 抜

かれた秋祭り ののぼ りが目に留ま ります 。当財団も恒 例の「 おはなしモノ レ

ール」を 10月 26日（日）に開催予 定です 。子どもたち といっ しょにモノレ ー

ルの車窓から 秋を楽 しみたいと思 います 。（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  
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------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  
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